
開催日：平成30年11月25日（日）

場所：西京極補助陸上競技場

種目 名前 学年 記録 着順 備考

冨士原　きらり 4年 17分04秒03
2組11着
（26名中）

細江　美玖 4年 17分14秒52
2組14着
（26名中）

伊藤　早紀 1年 17分17秒68
2組15着
（26名中）

自己新記録　17分18秒46を更新

小椋　美海 1年 17分27秒86
1組6着
（25名中）

自己新記録　17分46秒46を更新

長谷川　菜摘 1年 17分29秒61
2組14着
（26名中）

箕浦　由菜 3年 17分30秒23
1組7着
（25名中）

初レース

武田　桃佳 2年 17分35秒95
1組9着
（25名中）

飯田　優月 4年 17分39秒66
1組11着
（25名中）

太田　梨菜 2年 17分43秒21
1組12着
（25名中）

田中　瑠美 1年 17分45秒85
2組14着
（26名中）

伊藤　望 2年 17分50秒00
2組14着
（26名中）

中村　星香 3年 10分29秒91
2組5着
（37名中）

小山　和花奈 2年 10分50秒44
2組19着
（37名中）

上記２つの競技会に、本学チームから計13名が出場した。日差しはあったが気温は高くなく、風もなく、とて
もよいコンディションの中でレースは行われた。

今回は、チームとしては富士山女子駅伝の選考に向けて、5000mの今年度記録上位７名の合計タイムを
向上させることがチームの共通目標だった。しかし、今回の大会でのチームとしての記録短縮はならな
かった。選考基準（上位8校）をクリアするには、まだかなり微妙な位置にいる。残りあと一週の機会で、合
計タイムをさらに短縮したい。

個々としては、数名が自己記録を更新することができたのは喜ばしい。記録の更新ができず、不本意な思
いの学生も多くいる。練習もレースも、挑戦と失敗と再計画の連続だが、試行錯誤の中で着実に全してい
けるよう、今回のレース内容もぜひ次に活かしてほしい。

第8回京都陸協記録会

5000m

【山本コメント】

3000m


